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畜産物の適正価格について

農林部畜産安全課
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畜産の意義
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タンパク質の供給 牧草等の採食 循環型サイクルの形成

生活に必要不可欠な栄養素
である、タンパク質を供給

タンパク質の質
動物性＞植物性

人間が利用できない牧
草や野草などを
栄養的価値の高い肉や
乳に変換

飼料・家畜・堆肥という循環型サイクルにより
成立しており、持続可能な農業の実現に貢献

資料１
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埼玉の畜産
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家畜の飼養戸数、頭羽数

（農林水産省「畜産統計」） 令和５年２月１日現在

畜 種 飼養戸数 飼養頭羽数
R5全国順位

乳用牛 １４８戸 ７，１００頭 第24位

肉用牛 １３０戸 １７，３００頭 第33位

豚 ６２戸 ８２，５００頭 第26位

採卵鶏 ６１戸 １，７９１万羽 第24位

農牛産出額に占める畜産の割合（令和３年）

埼玉県の畜産産出額 264億円 (全国33位)
乳用牛 69億円 (全国24位)
肉用牛 45億円 (全国34位)

豚 52億円 (全国25位)
採卵鶏 93億円 (全国23位)

野菜 48.6% 

野菜 24.3% 米 15.5% 

米 16.2% 畜産
17.3% 

畜産 38.5% 

花き
10.3% 

花き
3.7% 

その他
7.6% 

その他
18.0% 
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畜産を取り巻く情勢
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畜産農家の推移(全国)
養豚

肉用牛 採卵鶏

酪農

一戸の酪農家が
約9900人分の牛乳を

生産しています

一戸の養豚農家が
約1800人分の豚肉を

生産しています

一戸の肉用農家が
約1300人分の牛肉を

生産しています

一戸の採卵鶏農家が
約71200人分の鶏卵を

生産しています
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価格転嫁の状況
調査の概要：2022年11月から12月にかけて、日本農業法人協会の正会員2082先にWEB又はFAXでアンケート調査

（460先から回答あり。回答率22.1%)

資料：日本農業法人協会「2022年12月 コスト高騰緊急アンケート」から引用

※価格転嫁に関する実態調査(2023年7月)(株)帝国データバンク
価格転嫁率 43.6%(農・林・水産 25.6%)
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■ 調査の概要： 2023年11月14日 県庁オープンデーにおいてアンケート用紙配布
■ 回答者 ： 353人 (一般男女)
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牛乳に関するアンケート① (速報)

89.5%
(316人)

10.5%
(37人)

最近、牛乳が値上がりしたことを知っていますか？(選択)

はい いいえ

67.8%
(217人)

22.2%
(71人)

4.0%
(12人)

6.0%
(20人)

値上げの影響はありますか？(複数回答可、選択)

変わらない 購入量または頻度が減った 他の飲料に変えた 無回答・その他(必要なので買う店を変えた)
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乳牛の餌代は2年前の約1.5倍に高騰しています。
頻度や量を変えずに牛乳を買い続けられる価格はいくらですか？
(1Lあたりの上限価格)(自由記入) 有効回答：319人

最低価格 100円
最高価格 500円
平均価格 225円

最多価格 200円(86人) 
250円(80人)
300円(34人)
150円(21人)

牛乳に関するアンケート② (速報)
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行政が実施している適正価格対策①
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【農林水産省】
○適正な価格形成に関する協議会(R5.8.29〜)

持続可能な食料供給の実現に向けて、課題の分析を行いつつ、フードドチェーンの各段階でのコストを把握し、それを共有し、
生産から消費に至る食料システム全体で適正取引が推進される仕組みの構築を検討するための協議の場

・WG「飲用牛乳」 第1回10/20 乳価交渉や牛乳価格の決定など各段階の状況等を情報共有
第2回11/17 コスト指標を作成するためどこまで情報開示できるか？が課題

○フェアプライスプロジェクト(R5.7.25〜)
農林水産業の現状について、今後の日本の食の未来について

考え、適正な価格形成による持続可能な食料供給の実現に
向けた理解と共感を深めることを狙いとした広報活動

・コンセプトムービー、学べるアニメ
・なかやまきんに君と学べる
「きいてみよう！やってみよう！農林水産体験！」

・畜産の現状に係るコンテンツの無料提供

行政が実施している適正価格対策②
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【埼玉県】
・生産コストの低減対策

配合飼料等価格等の上昇による影響を緩和するための支援 117,120千円
輸入粗飼料価格の高騰による影響を緩和するための支援 222,530千円
自給飼料の生産を支援 36,030千円

・広報活動
埼玉県民の日「県庁オープンデー」における
牛乳価格への理解醸成活動(チラシ配布、アンケート実施)

・価格交渉支援ツールの提供
価格交渉を行う際に利用できる原材料価格の推移を示す資料の作成ツール
特長 主要な原材料価格(1,420品目)の推移を示す資料を簡易に作成可能

日本銀行の公表データに基づいており、正確性を担保
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本日話し合っていただきたいこと

•適正価格のために、行政ができること
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